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みぶりんでも配布しています 

●開館時間       ●休館日 

火～金  10 時～18 時    月曜日･年末･年始 

土･日･祝 10 時～17 時  

み  ぶ  り ん 
2021 年 8月号 Vol.84 
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HP URL 

壬生町町民活動支援センター「みぶりん」 

 

✿ 

だより 
✿ 

✿ 

✿ 

〒321-0214 壬生町大字壬生甲 3843-1(保健福祉ｾﾝﾀｰ内) 
TEL 0282-21-8731 FAX 0282-21-8732 
Ｅ-mail: miburin@bz04.plala.or.jp 
http://www.town-mibu.com/miburin/ 

✿ 

✿ 

✿ 

✿ 

目 
 

次 

➋ 

 

➌ 

 

➍ 

 

 

令和３年度 利用者協議会全体会議開催される 

会長挨拶  

・(活動紹介)ＮＰＯ法人セイフティライフ 

・相続や贈与問題に強くなろう  （東下台いきいきサロン） 

・民俗学講座で壬生の民話を紹介 （壬生民話ふくべの会） 

・「七夕祭り」と「社会奉仕の日」（北小林お達者ファミリー） 

・設立総会のお知らせ「壬生町の環境保全とプラごみゼロの会」 

・社会福祉協議会のお知らせ 

桑原史朗会長 

止に努めながら介護施設・お達者サロン・自治会等活動にご苦労をされてきたことに敬意を

表します。 

こうした閉塞感漂う中にあっても、必ずや明るい日常生活が戻ると固く信じ、新役員一丸

となって、事業開催を目指して準備を進めて参ります。 

また、避けては通れないＳＤＧｓの課題を自分達も考えていく必要があるとして環境の保

全・子供の自然体験の分野の方々と勉強会を重ね、「（仮称）壬生町の環境保全とプラごみ

ゼロの会」の設立を目指して参ります。 

どうぞ、変わらぬご協力を頂きますよう宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

また、避けては通れないＳＤＧｓ（持続

可能な開発目標）の課題を自分達も考えて

いく必要があるとして「環境の保全・子供

の自然体験の分野」の方々と勉強会を重ね、

「壬生町の環境保全とプラごみゼロの会」

の設立を目指して参ります。 

どうぞ、変わらぬご協力を頂きますよう

宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の収束が見通せず外出自粛の動きが長期化

する中、６月２９日、令和３年度全体会議を開催し、全ての議案が原案ど

おり可決承認されました。 

皆さんのご協力ご支援を、心より感謝申し上げます。 

先々の不安が高まり、気分転換が困難となる等ストレスを強く感じるよ

うになっている生活様式の中にあって、会員の皆さんはコロナ感染拡大防

止に努めながら介護施設・お達者サロン・自治会等活動にご苦労をされて

きたことに敬意を表します。 

こうした閉塞感漂う中にあっても、必ずや明るい日常生活が戻ると固く

信じ、新役員一丸となって、事業開催を目指して準備を進めて参ります。 

また、避けては通れないＳＤＧｓの課題を自分達も考えていく必要があ

るとして環境の保全・子供の自然体験の分野の方々と勉強会を重ね、「（仮

称）壬生町の環境保全とプラごみゼロの会」の設立を目指して参ります。 

どうぞ、変わらぬご協力を頂きますよう宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

配付場所 

みぶりん 壬生町保健福祉センター 壬生町健康福祉課 稲葉出張所 

南犬飼出張所 児童館 子育て支援センターつばめ ドリームキッズ 

※「みぶりん」は土日も対応いたします。 

 配付方法 

配布場所に置いてある引換券を提示して

ください。※右記参照。 

※個人情報は一切お聞きしません。 

※原則、女性職員が対応いたします。 

✿ 

 

✿ 

 

エスディジーズ 

http://www.town-mibu.com/miburin/
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活動紹介 

  

活動報告

 

ＮＰＯ法人セイフティライフ（梅山輝子理事長）は、平成25年9月、日本橋で事務所を開設

し、高齢者に経済的で安心できるライフスタイルの提案、障がい者の就労支援事業等を計

画して参りました。東日本大震災時は衣類・食材の支援物資を届けました。 

平成 28 年 7 月、壬生町幸町３丁目梅山ビル１階に事務所を移し「Oze こども食堂」を開催

しました。幼児から高齢者迄が集い、地域の主婦や医大生のボランティアの協力を得て週２

回程度実施し、毎回 16組位の利用がありました。現在は新型コロナ禍の中で、昨年より苦戦

をしている家庭に生活支援として月１回食材を配布しています。今後、居住支援法人の認可

を申請し、住に貧している方々の相談と斡旋、その人達の見守りも追加していく計画です。 

 

 相続や贈与問題に強くなろう 
 東下台いきいきサロン 

 ＮＰＯ法人 セイフティライフ 

回程度実施し、毎回１６組程の利用がありました。 

現在コロナ禍の中で、昨年より困窮している家庭

に生活支援として月 1回食材を配布しています。 

今後は居住支援法人の認可を申請し、住に貧し

ている方々の相談と斡旋、その人達の見守りも追

加していく計画です。 

東下台いきいきサロンでは６月１５日、「相続や贈与問題に強くなろう」をメインテーマ

に、栃木銀行壬生支店から支店長を含む３名の方に来ていただき、参加者２０名で講義を

受けました。 

「相続」では、①大切な人へ財産を残してあげる方法。②残された家族がすぐに使える

お金の確保。③相続の際かかる税金はいくらか。④相続人対象者は誰になるのか。 

「贈与」では、①生前贈与の贈与税の軽減対策。②基礎控除額はいくらか。など、質問

形式をとり、解りやすく説明していただきました。 

他にも、「年金」では、受取人が死亡した後の配偶者の手続き方法、また「オレオレ詐

欺」「振り込め詐欺」の詐欺にかからない注意点を聞くことが出来ました。 

最後は、サロンスタッフによるラジオ体操、手話、脳トレを実施しました。 

（代表 手塚基二様記）     

  

オゼ 

支援の食材 
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活動報告

 

 

民俗学講座で壬生の民話を紹介 
壬生民話ふくべの会 

壬生町は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。 

みぶりんに登録されている団体・個人の実践活動に対応したＳＤＧｓのピクトグラム 

（絵文字）を表示しました。 

「七夕祭り」と「社会奉仕の日」 
北小林お達者ファミリー 

北小林お達者ファミリーは、６月２５日、北小林第一クラブ（老人会）と合同で、「七夕祭

り」を開催しました。 

 また、「社会奉仕の日」として、公民館清掃とペットボトル、空き缶（アルミ缶、スチール

缶）の回収を実施しました。集めたペットボトル、空き缶（軽トラ３台分）は壬生町就労支援

施設むつみの森に持って行きました。 

「七夕祭り」は参加者で健康体操を交え、楽しく製作し、玄関前に飾りました。出来栄え

に参加者はみな喜んでいました。 

北小林お達者ファミリーと老人会で「社会奉仕の日」とした活動は、１０月頃にまた予定

をしています。                                        （代表 大垣孝様記） 

壬生中央公民館で開かれていた「民族学講座‐神仏への願いにみる人々の心の暮ら

し」に招かれ、壬生の各地にある身近な信仰の由来を語りました。 

お地蔵様のテーマでは、「東下台の縄解地蔵」「藤井のいぼ地蔵」を、疫病退散のテ

ーマでは、「藤井倉井家の三日月様」「常楽寺の三日月様」「羽生田の天王様」「上稲葉

の天王様」の六話を紹介しました。 

壬生民話ふくべの会では、ここ数か月歩いて聞き取りをし、地元の皆さんとの新たな

出会いと交流の機会を得、民話の魅力を改めて感じとることができました。 
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☆「みぶりんだより」は下記のところに置いています☆ 

みぶりん･保健福祉センター・壬生町役場･各出張所･各コミュニティセンター・各公民館･生涯学習館･図書館･歴史民俗資料館・ 

体育館・みらい館・おもちゃ博物館･嘉陽が丘ふれあい広場・ふれあい交流館・シルバー人材センター・各小中学校･壬生高校 

 【編集後記】 ワクチン接種が始まって 2カ月が経ちました。東京オリンピックも一年延期されて開催されました。多くの

人達が待ちのぞんでいたことと思います。今月２４日には、東京パラリンピックも開催されます。世界の人々に感動と

勇気を与えてくれるものと思います。 

さあ！いよいよ 2 年振りに開催される夏の甲子園です。高校生のはつらつとした姿に声援を送りましょう！ 

 
 みぶりん利用者協議会と「環境の保全・子供の自然体験」分野などの登録団体は、「栃

木からの森里川湖プラごみゼロ宣言」を推進するために勉強会を行い、「壬生町の環境保

全とプラごみゼロの会」設立に向けた準備を行なってきました。 

 

「壬生町の環境保全とプラごみゼロの会」 
設立総会 

設立準備委員会のようす 

 このたび、設立準備委員会は、８月２４日（火） 

午後２時からふれあい交流館において設立総会

を開催することとなりました。 

 なお、この活動に賛同される個人・団体・企業の

方々を募集しておりますので、内容についてお知

りになりたい方は、「みぶりん」までお問い合わせ

ください。 

みぶりんをご利用の際は､感染症予防対策をお願いします。 

◇日頃の健康管理（検温の実施） 

◇手洗いの徹底や手指消毒 

◇マスクの着用 

※R4/3/31 まで(予定)、会議室等（みぶりんミーティングルーム含む）及び PC の貸出を停止しています。 

 

ボランティアの募集､イベント･講座のお知らせ、団体・個人の活動紹介、報告など 

「みぶりんだより」に載せて欲しい内容がございましたら、ぜひお寄せ下さい。 

〇賛助会員（１口 5，000 円） 

お殿様のお米(1 ㎏)、 

お殿様のジャム(1 個) 

〇特別会員（１口 10，000 円） 

お殿様のお米(2 ㎏)、お殿様のジャム、 

季節のジャム（各 1 個） 

※写真は一例。時期により贈り物の内容が異なりますので、予めご了

承ください。なお、謝礼品は 1点のみ。10月以降の発送予定。 

問合先▶壬生町社会福祉協議会 電話 0282-82-7899 

特別会員及び賛助会員として

加入いただいた方に、会費の一部

を活用し、就労支援施設むつみの

森の利用者が製造した商品をお

贈りします。 

これは、障がい者福祉等の向上

に寄与する仕組みです。 

 この他、会費は災害支援等の地

域福祉活動に活用させていただ

いています。ご理解ご協力をお願

いします。 

壬生町社会福祉協議会 特別会員・賛助会員募集 
～壬生町社協版 SDGs～「『ふくし』パワーアッププロジェクト」のご案内 


